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令和 2 年 7 月 22 日 

保健衛生課 

 

本市における新型コロナウイルス感染症の状況について 

 
 ※第１波（4月 29 日まで）といわゆる第２波（5月 23 日～6月 19 日）を比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最大新規陽性患者数については、第１波は２１人（４月１日）、第２波は２６人    

（５月２９日） 

 

（１）年齢分布 

高齢者の感染者が増加 １０．５％→３２．３％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 高齢者の入所者 ０人→１７人 
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保環研等 PCR検査センター 他自治体依頼 民間検査 患者数

273

3545月23日～6月19日

患者数計：164名

検査数計：4320件

1月30日～5月22日

患者数計：76名

検査数計：3229件

4月30日～5月22日

患者数：0

ＰＣＲ検査数、患者数の推移（6月19日現在）
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第１波
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（２）症状の傾向 

無症状者が増加 ２７．６％→４６．３％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）新型コロナウイルス感染症以外の原因で救急搬送され、その後の検査で感染が

判明するケースが増加 １人→２５人 

 

 

 

 

 

（４）市内の充実した医療体制を背景として、市外居住者の方が本市の医療機関を受

診して陽性が判明したケースも増加した。 

市内に勤務する方を除く、市外居住者：１人→８人 

うち、救急搬送され陽性が判明  ：０人→４人 

市外居住者全体           ：４人→２１人 

 

（５）ＰＣＲ検査を全ての濃厚接触者を対象とし、一日最大２７３件から３５４件と

積極的に感染者を発見することで感染拡大の防止に努めた。 

 

（６）医療提供体制について、市内の医療機関をはじめ、福岡県の協力により、患者

の受入れを円滑に実施した。 

・市内で最大８０床～１００床程度（重症５～１０床）を確保 

  ・患者の急激な増加や困難例・重症例は県内の病床でバックアップ 

 

（７）北九州市新型コロナウイルス感染症専門家会議の意見 

・新規感染者数は減少傾向であり、医療機関や高齢者施設等での集団感染が 

発生したものの広がりの抑え込みができている 

・医療体制においては、十分な病床数を確保できている 

・検査体制においては、積極的なＰＣＲ検査ができる状況にある 

・本市のみならず、どの都市でも起こりえる状況である 

 

（８）国立感染症研究所でのゲノム解析 

・第１波は大都市（東京）由来のウイルスがあることが判明 

・第２波については、検体自体のウイルス量が少なく解析できず 

 

これらの理由から、医療機関や高齢者施設で集団感染が多く発生し、感染者数の  

増加につながったと考える。（５人以上の感染者発生施設：１施設→６施設） 

 

 

無症状

27.6%

軽症

67.1%

中等症

5.3%

第１波

無症状

46.3%

軽症

47.0％

中等症

3.7%

重症

3.0%

第２波

※重症は死亡時に陽性確認された者を含む 


